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	応用
	抗原情報
	背景
	エフリン遺伝子ファミリーの一員であるエフリンA5は、大脳皮質ニューロンとアストロサイトの共培養において、軸索の束形成を阻害します。アストロサイトは神経系の発生・分化後期のモデルです。EPHおよびEPH関連受容体は、受容体タンパク質チロシンキナーゼの最大のサブファミリーを構成し、特に神経系の発生過程の調節に関与していることが示唆されています。EPH受容体は通常、単一のキナーゼドメインと、システインリッチドメインおよび2つのフィブロネクチンタイプIIIリピートを含む細胞外領域を有します。エフリンリガンドおよび受容体は、Eph命名委員会（1997年）によって命名されました。構造および配列関係に基づき、エフリンは、グリコシルホスファチジルイノシトール結合によって膜に固定されるエフリンA（EFNA）クラスと、膜貫通タンパク質であるエフリンB（EFNB）クラスに分類されます。 Ephファミリーの受容体も同様に分裂機能を有します。軸索束形成を刺激するために積極的に機能する可能性があります。同族受容体の細胞外ドメインに結合すると、カベオラ様膜マイクロドメイン内で区画化されたシグナル伝達を誘導します。このシグナル伝達には、Fynチロシンキナーゼの活性が必要です。,類似性：エフリンファミリーに属します。,細胞内局在：個別のカベオラ様膜マイクロドメインに区画化されています。,サブユニット：EPHB2に結合します（類似性による）。受容体チロシンキナーゼEPHA2、EPHA3、およびEPHB1に結合します。,
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